








































































































































































































明
光
、

O
イ
ン
ド

1
s
・
p
-
ミ
ソ
タ
!
ル

S
・

プ
一
フ
サ
ダ
、
マ
ヘ
シ
ョ
ワ
ラ
パ
、

O
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ー

J

ナ
口
、

K

パ
タ
ル
デ
ィ
ン
、

0
韓
国
l

J

-
B
・
パ
夕
、

C
・
S
-
パ
夕
、

J

・
チ
ュ
ン
、

S

・
M
-
ス
ウ
、

Y
・
5
・
ド
ゥ
、

Y
-
K
・
ア
ン
、

C
・
S
・
7
ァ
ン
、

Y
-
5
・
シ
ン
、

s
・

o-
カ

ン、

Y

S

・
パ
夕
、

J

・
H
・
ハ
ム
、

B
・
C
-

チ
ョ
イ
、

I
-
H
・
ヨ

i
、
5
・
パ
夕
、

K
-
5
・

シ
ン
、

w
-
S

ピ
ュ
ン
、

5
・

u
・
キ
ム
、

S
-

Y

・コ

l
、
S

B

・
リ
、

0

マ
レ
ー
シ
ア

1
1

・
7
リ
、
。
パ
キ
ス
タ
ン

t
N
・
J
-
パ
ネ
ザ
イ
、

O
フ
ィ
リ
ピ
ン

M
M
L
'
H
・
ン
ャ
ハ
一
一
、

E

N

・

7

テ
ィ
、

J

・
パ
ラ
ス
、

o
y
ン
ガ
ポ

i
ル
1
5
・

B
・
サ
ニ

7
、
。
ス
リ
ラ
ン
カ

1
N
・
7
ェ
ル
ナ
ン

ド、

M

L

-

M
・
ア
ボ
サ
ワ
ィ

日
程
一
第
一
日
目
(
二
月
二
十
五
日
)

開
会
式
(
於
一
ウ
ォ

l
カ
l
ヒ
ル
ホ
テ
ル
隠
際
会
議
場
)
日
目
歓

迎
の
辞
・
チ
ョ
ン
・
ピ
ョ
ン
・
パ
ク
(
韓
国
児
童
目
人
口
開

発
議
員
連
盟
会
長
)
、
閉
会
挨
拶
・
佐
藤
隆

(
A
P
D
A
理
事

長
)
、
挨
拶
・

N

・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
(
プ
ラ
ソ
ソ
フ
・

R
-
A

F
P
P
D
事
務
総
長
・
代
理
)
、
安
藤
博
文

(
N
・
サ
デ
f
ツ

ク
U
N
F
P
A
事
務
局
長
・
代
理
)

セ
ッ
ン
ョ
ン

I

人
口
と
開
発
に
開
閉
す
る
研
究

人
口
と
開
発
基
礎
調
査

l
パ
ン
ク
ラ
デ
シ
ュ

1
黒
田
俊
夫

(
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
)
、
農
村
人
口
と
農
業

開
発
調
査

l
フ
ィ
リ
ピ
ン

1
川
野
重
任
(
東
京
大
学
名
誉

教
授
)
、
人
口
と
開
発
|
韓
国
の
経
験

1
崖
仁
銭
(
韓
国
保

健
社
会
研
究
院
耐
波
長
)
、
日
本
の
人
口
・
開
発
・
環
境

ア
ジ
ア
の
経
験

1
1黒
田
俊
夫
(
日
本
大
学
人
口
研
究
所

川
出
・

7

61
m
 ト一一一一一一

ア
フ
リ
カ
人
口
開
発
事
情
況
察
議
員
団
派
遺

(
J
O
I
C
F
P

主
催
)団
長
・
鹿
野
道
彦
(
衆
・
自
)
、
副
団
長
・
阿
部
昭
吾
(
衆
・

進
民
連
)
、
副
団
長
・
矢
迫
秀
彦
(
衆
・
公
)
、
劇
団
長
・
三
治

重
信
(
参
・
民
社
)
、
桜
井
新
(
衆
・
自
)
、
高
桑
栄
怯
(
参
・

公
)
、
東
祥
三
(
衆
・
公
)
、
池
岡
ム
伺
(
参
・
連
合
)
、
清
水
嘉
与

子
(
参
・
自
)
、
鹿
熊
安
正
(
参
白
)

。
ジ
ン
パ
ブ
エ
、
ケ
ニ
ア
、
ガ
ー
ナ
を
訪
問
。
人
口
・
開
発
議

員
と
懇
談
、
保
健
・
家
扶
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
視
察
し
た
。

'
M出

・

4

日2
 

4
1
n
L
 

ス
リ
ラ
ン
カ
人
口
・
開
発
議
連
訪
日
議
員
閃
受
入

団
長

1
L
・
ア
ト
ラ
ソ
ト
ム
タ
リ
教
育
・
高
専
教
育
大
臣
(
ス

リ
ラ
ン
カ
人
口
・
間
開
発
議
員
連
盟
会
長
)
、

N
-
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
議
員
(
問
問
議
連
副
会
長
)
、

D
-
セ
ナ
ナ
ヤ
ケ
議
員
(
同
議

連
メ
ン
バ
ー
)
、

L
・
キ
リ
エ
一
フ
議
員
(
附
議
連
メ
ン
バ
ー
)

p
-
カ
シ
ナ
ダ

l
ル
議
員
(
府
議
連
メ
ン
バ
ー
)

。
国
立
医
療
セ
ン
タ
ー
等
の
医
療
施
設
の
視
察
及
び
、
同
世
相
人

口
問
題
議
員
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
と
の
懇
談
を
行
っ
た
。

名
誉
所
長
)

ス
ラ
イ
ド
砂
日
本
の
環
境
・
人
口
・
開
発
久
A
P
D
A
制
作

第
二
日
目
(
二
月
二
十
六
日
)

セ
ソ
シ
ョ
ン

H

ア
ジ
ア
の
人
口
と
開
発
問
題
バ
ン
コ
ク

宣
言
内
達
成
方
策
、
各
国
力
ン
ト
リ
レ
ポ
ー
ト
及
び
討
議

全
体
討
議

閉
会
式

i
閉
会
挨
拶
・
千
ョ
ン
・
ス

i

パ
ク
(
韓
国
児
童

人
口
・
隠
発
議
員
連
盟
副
会
長
)
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'
引

-

H

9

一
ベ
ト
ナ
ム
人
口
・
開
発
事
情
視
察
議
長
田
派
遣

i
u
一
団
長
・
井
上
普
方
(
衆
・
社
)
、
阿
部
昭
五
回
(
衆
進
民
連
)
、
一

一
三
治
重
信
(
参
・
民
社
)
、
桜
井
新
(
衆
・
白
)
、
高
桑
栄
松
(
参
一

・

公

)

一

口
ホ

l
チ
ミ
ン
市
、

7
エ
市
、
タ
ナ
ン
市
、
ハ
ノ
イ
市
を
訪
問
。
一

ベ
ト
ナ
ム
国
会
社
会
医
療
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
懇
談
、
人
口
一

.
家
族
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ー
を
視
察
し
た
。

寸
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
(
A
F
P
P

D
)
・
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
(
A
P
D
A
)
設
立

ω周

年
記
念
式
典
(
日
本
国
・
東
京
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

l
タ
ニ
翠
胤

の
照
)
主
催
一
一
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
人
口
と
開
発
に

関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

共

催

国

連

人

口

基

金

(
U
N
F
P
A
)
国
際
家
族
計
画
連

盟

(
I
P
P
F
)

出
席
者

O
日
本

1
中
山
太
郎
(
衆
・
自
)
、
鹿
野
道
彦
(
衆
・

自
)
、
井
上
普
方
(
衆
・
社
)
、
阿
部
昭
五
口
(
衆
・
進
民

連
)
、
矢
造
秀
彦
(
衆
・
公
)
、
桜
井
新
(
衆
・
白
)
、
清

水
嘉
守
子
(
参
・
自
)
、
高
桑
栄
松
(
参
・
公
)
、
大
塚

雄
司
(
衆
・
自
)
、
大
野
由
利
子
(
衆
・
公
)
、
狩
野
勝

(
衆
・
白
)
、
関
谷
勝
嗣
(
衆
・
自
)
、
片
岡
武
司
(
衆

・
自
)
、
川
島
寅
(
衆
・
社
)
、
佐
藤
敏
夫
(
衆
・
自
)
、

「
人
口
と
開
発
に
開
閉
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
」

(
於
一
バ
ン
コ
ク
)

参
加
隠
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
日
本
、
ス
リ

ラ
ン
カ
、
タ
イ

O
A
F
P
P
D
/
A
P
D
A
m
周
年
記
念
式
典
開
催
に
つ
い
て

H

故
佐
藤
隆
A
F
P
P
D
議
長
・

A
P
D
A
議
長
、
故
サ
y
ト

ポ
!
ル
・
ミ
ソ
タ
ー
ル

A
F
P
P
D
議
長
代
行
を
偲
ぶ
会
。

一
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
1
7
ニ
格
的
問
)

水
田
稔
(
衆
・
社
)
、
倉
田
寛
之
(
参
・
白
)
、
O
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
I

C
・
ホ
リ
ス
、
。
バ
ン
グ
ラ
テ
ン
ユ

1
5
・
シ
ラ
ジ
、
。
中
国

l
王
除
、

Y
・
ジ
ケ
、
O
イ

ン
ド

l
M
・
プ
ラ
サ
ド
、
。
イ
ン
ド
、
不
一
、
Y
7
U
M
I
-

-
-
ア
ラ
ム
シ
ャ
、
。
韓
国
l
Y
-
S
ド
l
、
M
-

K
・
7
l、
B
・
C
-
チ
ェ
、

S
-
H
・
リ

l
、
K

・
T
-
コ
ン
、
。
マ
レ
ー
シ
ア

l
i
・
ア
リ
、
。
ネ

パ
!
ル

1
5
・
L
・
タ
パ
タ

i
ル
、
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド

1
J
・
プ
リ
ン
コ
、
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

l
B
・

D
-
デ
レ
オ
ン
、
。
ン
ン
ガ
ポ

l
ル
l
L
-
S
目パ

ウ
、
。
ス
リ
ラ
ン
カ

l
N
・
7
ェ
ル
ナ
ン
ド
、

H
-

M

ノ
ニ
ュ
エ
一
フ
、

W
-
E
・
ラ
ナ
ト
ゥ
ン
ガ
、
。
シ
リ

7
1
E
-
M
・
G
・
タ
ヤ
ラ
、

0
0
ノ
イ
1
プ
ラ
ソ
ソ

プ
・

R
、
口
ベ
ト
ナ
ム
N
U
N
・
T
-
N
・
フ
ォ
ン
、

N

T

・
7
ン、

N
・
T
-
H
・
ト
ゥ
、

N
-
H
-

ズ
オ
ン
、

T
-
T
・
ク
エ

開
会
式
(
於
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ

i
オ
l
タ
ニ
翠
原
の
問
)
H
H
閉
会

の
辞
・
前
回
福
三
郎

(
A
P
D
A
理
事
長
代
行
)
、
主
催
者
挨

拶
・
フ
ラ
ソ

y
プ

-
R
(
A
F
P
P
D
事
務
総
長
)
、
メ
ソ
セ

|
ジ
・
宮
津
喜
二
内
照
総
理
大
臣
)
、
祝
辞
・
周
回
博
之
(
厚

生
政
務
次
官
)
、
来
賓
挨
拶
・
北
谷
勝
秀

(
U
N
F
P
A
事
務

局
次
長
)
、
福
田
創
夫

(
G
C
P
P
D
会
長
)
、

V
・
T
・
パ
ラ

ン

(
I
P
P
F
地
域
局
長
)

基
調
講
演

H

ア
ジ
ア
の
人
口
、
開
発
と
環
境
。
大
来
佐
武

郎
(
内
外
政
策
研
究
会
会
長
)

1i~' 
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'm出

2

・
m

「第
8
国
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」

(
於
一
日
本
国
・
東
京
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
オ
!
タ
ニ
梅
の
間
)

主
催
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)

出
席
者

O
日
本

1
中
山
太
郎
(
衆
・
自
)
、
鹿
野
道
彦
(
衆
・

自
)
、
井
上
普
均
(
衆
・
相
)
、
阿
部
昭
吾
(
衆
・
進
民

連
)
、
矢
追
秀
彦
(
衆
・
公
)
、
三
治
重
信
(
参
・
民
社
)
、

桜
井
新
(
衆
・
自
)
、
一
泊
升
二
一
(
参
目
白
)
、
東
祥
三

(
衆
・
公
)
、
池
凶
治
(
参
・
連
合
)
、
清
水
嘉
与
子
(
参

白
)
、
関
山
信
之
(
衆
・
社
)
、
高
桑
栄
松
(
参
・
公
)
、

A
F
P
P
D
/
A
P
D
A
m
周
年
記
念
レ
セ
ブ
ン
ョ
ン
於
一
麗

の
問
)挨
拶
・
プ
ラ
ソ
ソ
プ

R
(
A
F
P
P
D
事
務
総
長
)
、
前
回

福
三
郎

(
A
P
D
A
理
事
長
代
行
)

祝
好
・
中
山
太
郎
(
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
会
長
)

表
彰
式
受
賞
者
1
篠
川
良
一
(
腕
日
本
船
舶
振
興
会
会
長
)
、
川
野

重
任
(
東
京
大
学
名
誉
教
授
)
、
黒
田
俊
夫
(
日
本
大
学
人

口
研
究
所
名
誉
所
長
)

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
人
口
と
農
業
開
発
。

-
パ
ネ
ラ

l
l黒
岡
俊
夫
(
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
営
所
長
)

M
・
モ
ス
レ
・
ウ
デ
ィ
ン
(
凶
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
統
計
研
修

所
教
育
)
、
川
野
重
任
(
東
京
大
学
名
誉
教
授
)
、
原
洋
之
介
(
東

京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
)

-
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
i
H
湖
崎
務
ご
日
本
大
学
法
学
部
教
授
)

ス
ラ
イ
ド
H

日
本
町
地
城
開
発
と
人
口
。
(
A
P
D
A
制
作
)

於
一
翠
鳳
の
間
)

M

M

H

ア
ジ
ア

'
M出

・

8
・

m

巾
出
・

8

η

，
 

i
 2
 

的
出
・

2

町四

「
第
五
回
A
F
P
P
D
運
常
委
員
会
」

パ
リ
島
)

参
加
.
日
本
・
中
医
・
イ
ン
ド
・
シ
リ
ア
ス
リ
ラ
ン
ヵ
・

7

イ
他
四
機
関

O
A
F
p
p
p
活
動
報
告
・
計
画
及
び
収
支
報
告
・
計
画

「
第
四
朗
ア
ジ
ア
太
平
洋
人
口
開
発
会
議
」
於
・
イ
ン
ド
、
不一

シ
ア
・
パ
リ
烏
)

主
催

.
E
S
C
A
P
、
後
媛
一

U
N
F
P
A

参
加
一
世
界
五

十
六
ヵ
国
の
政
府
及
び
国
際
機
関
か
ら
約
六
百
五
十
名
の
代
表
。

。
一
九
九
凶
年
に
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
る
同
国
際
人
口

会
議
に
向
け
て
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
意
見
を
ま
と
め
た
。

O

際
井
新
議
員
が
A
F
P
P
D
を
代
表
し
て
、
人
口
問
題
解
決

の
た
め
の
提
言
を
発
表
。

寸
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
L

(
於
一
東
京
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
!
オ

i
タ
ニ
)

参
加
国
い
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
園
、
イ
ン
ド
、
ス
リ

ラ
ン
力
、
ン
リ
ア
、
タ
イ
他
3
機
関

D
A
F
P
P
D
予
算
・
決
算
及
び
役
員
選
出

於
一
イ
ン
}
ネ
、
ン
ア

肥
田
美
代
子
(
参
・
社
)

。
中
国
他
H
ヵ
国
の
出
席
者
は
ぬ
周
年
記
念
式
典
と

同
じ
。

セ
ツ
ン
ョ
ン

l
n
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
と
持
続
可
能
な
開

発
環
境
問
題
、
と
の
関
連

i
、
各
国
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト

発
表
及
び
討
議
、
総
括
討
論

閉
会
式
H
H
開
会
的
辞
前
回
福
三
郎
(
A
P
D
A
理
事
長
代
行

挨
拶
・
ガ
y

サ
ン
・
タ
ヤ
ラ

(
A
F
P
P
D
副
議
長
)
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「
第
九
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
L

(
於
い
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
・
タ
イ
ホ

i
ホ
テ
ル
会
議
場
)

主
催
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
荷
発
協
会

共
催
ベ
ト
ナ
ム
人
口
・
開
発
議
員
連
盟

出
席
者

O
日
本

1
桜
井
新
(
衆
・
自
・

A
P
D
A
斑
事
)
、
井

k
普
方
(
衆
・
社
)
、
風
間
利
(
参
・
公
)
口
市
中
国

l

I

工
偉
、
間
開
明
光
O
イ
ン
ド

1
7
へ
ン
ド
ラ
・
フ
ラ
サ

ド、

V
・
P
・
パ
テ
イ
ル

O
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

H
A
-

M

サ
イ
7
デ
ィ
ン
O
韓
関

1
C
・
S
-
コ
l
ン、

H
・
C
-
リ
|
、

I
-
H
・
チ
ォ

1
0
マ
レ
ー
シ
ア

1
イ

プ
ラ
ヒ
ム
・
ア
リ
、

M
・
L
・
カ
ヤ
O

不
パ

i
ル
1
5
・

L

・
タ
バ
タ
ー
ル
口
フ
ィ
リ
ピ
ン
u
H
L
・
R

シ
ャ
ハ

ニ、

C
・
F
・
7

ル
チ
ネ
ス
O
シ

ン

ガ

ポ

ル

1
5
・
P

リ
ュ
ウ
O
ス
リ
一
ア
ン
カ
ー
N
・
7
ェ
ル
ナ
ン
ド

幻
・

2
・

μ
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イ
ン
ド
人
口
・
開
発
事
情
視
察
議
員
同
派
遣

団
長

i
高
桑
栄
松
(
参
・
公
)
、
水
出
稔
(
衆
・
社
)
、
谷
津
義
男

(
衆
・
自
)
、
清
水
嘉
与
子
(
参
・
自
)
、
堂
本
暁
子
(
参
・
社
)
、

本
陸
健
太
郎
(
参
・
公
)
、
池
出
治
(
参
・
連
合
)

。
ボ
ン
ベ
イ
市
他
を
訪
問
。
イ
ン
ド
人
日
開
発
議
連
メ
ン
バ

!
と
懇
談
、
人
口
・
家
族
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
悦
察
。

「
第
六
回
A
F
P
P
D
運
営
委
長
会
し
(
於
ハ
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ

タ
イ
ホ

i
ホ
テ
ル
)

参
加
一
日
本
中
国
・
イ
ン
ド
・

7

レ
i
ン
ア
(
オ
フ
ザ
!
パ

ー
)
、
ス
リ
ラ
ン
カ
・
シ
リ

7
・
7
イ
他
問
機
関

O
A
F
P
P
D
第
悶
回
大
会
開
開
催
に
つ
い
て

O
A
F
P
P
D

バ
ン
コ
ク
事
務
所
の
事
務
局
長
選
出

O
九
三
年
活
動
計
画

。
会
計
報
告

O
九
四
年
国
際
人
口
会
議
に
つ
い
て

ト一一一

。
パ
キ
ス
タ
ン
M
M
J
-
N
・
パ
、
ネ
ザ
イ
口
ニ
ュ
!
ジ
!

ラ
ン
ド

l
J
-
プ
リ
ン
コ

O
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

l
s

ン
一
フ
ジ
O

シ
リ
ア

1

M

G
・
7
ヤ一フ
O
タ
イ
H
H
ブ

ラ
ソ
ッ
プ

R
、
ロ
ン
タ
'
ム
・

L
、
チ
ェ
ル
チ
ャ
イ
・

T
、
ピ
キ
ソ
ト
・

v
oベ
}
ナ
ム
リ
N

T
・
7
ン、

N
-
r
-
N
・
フ
ォ
ン
、

N
-
ル
ッ
夕
、

N
'
T目
H
・チ

ュ
l
l
、
T
-
T
・
ク
エ
、

B

N
・
タ
ン

日
程
一
第
一
日
目
(
二
月
二
十
五
日
)

-
N
・
D
・
7

イ
ン
ベ
ト
ナ
ム
同
国
会
議
長
表
敬

開
会
式

1
歓
迎
の
辞
グ
ェ
ン
・
カ
イ
ン
(
ベ
ト
ナ
ム
凶
副
首
相
)
、

間
開
会
挨
拶
い
前
回
副
三
郎

(
A
P
D
A
理
事
長
)
、
挨
拶
王

偉

(
A
F
P
P
D
議
長
代
行
)
、
メ
ソ
セ

i
ジ
一

N
・
サ
デ
ィ

ソ
ク

(
U
N
F
P
A
事
務
局
長
、
安
藤
博
文
U
N
F
P
A
広

報
渉
外
局
長
代
読
)

セ
ソ
シ
ョ
ン

I

人
口
と
開
発
基
礎
調
奈

i
べ

i
ナ
ム
、
黒

間
俊
夫
(
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
)
、
農
村
人
口

と
農
業
開
発
調
査
ー
マ
レ
ー
シ
ア
、
川
野
重
任
(
東
京
大
学

名
誉
教
授
)
人
口
・
開
発
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
の
経
験
、

ピ
ュ
イ
・
ゴ
ッ
ク
タ
ン
(
ベ
ト
ナ
ム
田
出
国
家
社
会
委
員
会

部
委
員
長
)
、
ス
ラ
イ
ド
ぷ
明
日
に
生
き
る
|
日
本
の
産
業

転
換
と
人
口
々

(
A
P
D
A
制
作
)

第
二
日
目
(
二
月
二
十
六
日
)

セ
y

ン
ョ
ン

H

ア
ジ
ア
の
人
口
問
題
と
開
発
問
問
題
一
九

九
四
年
函
連
人
口
会
議
に
対
す
る
活
動
戦
略
、
各
国
レ
ポ

ー
ト
発
表
及
び
討
議
、
全
体
討
議

開
会
式

l
閉
会
的
静
一
前
田
部
三
郎

(
A
P
D
A
理
事
長
)
、
開
問

会
挨
拶
・
グ
ェ
ン
テ
ィ
・

7
ン
(
ベ
ト
ナ
ム
国
同
家
社
会
委

員
会
委
員
長
、
ベ
ト
ナ
ム
人
口
・
開
発
議
員
連
盟
会
長
)
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q

u

A

u

k

u

 

'
9
1
1
1
2
 

寸
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
泊
回
大
会
し

開
開
催
地
一

7

レ
l
y
ア
凶
ク
ア
一
フ
ル
ン
プ

i
ル

会

場

.

7

レ
i
ン
ア
出
会
議
事
堂
イ
ス
タ
ナ
・
ホ
テ
ル

参
加
者
三
十
一
ヶ
国
、
他
悶
際
機
関
約
二
百
名

ω日
本
代
表
出
席
議
員

団
長
・
中
山
太
郎
(
衆
・
自
)
、
阿
部
昭
五
日
(
衆
・
社
民
連
)
、

桜
井
新
(
衆
・
自
)
、
斉
藤
鉄
夫
(
衆
・
公
)
、
栗
原
博
久
(
衆

・
白
)
、
肥
田
美
代
子
(
参
・
社
)
、
川
橋
幸
子

(
H
)
、
南
野
知

恵
子
(
参
・
自
)

ω役
員
改
選

議
長
・
桜
井
新
(
日
本
)
、
副
議
長
ハ
オ
・
イ
チ
ュ
ン
(
中

用回)、
7

へ
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
サ
ド
(
イ
ン
ド
)
、
ガ
ッ
サ
ン
・
タ

ヤ
ラ
(
シ
ワ
ア
)
、
グ
ヱ
ン
・
チ
・

7
ン
(
ベ
ト
ナ
ム
)
、
事
務

総
長
・
プ
ラ
ソ
y
プ
・
ラ
タ
ナ
コ

l
ン
(
タ
イ
)
、
副
事
務
総

長
・
イ
プ
ラ
ヒ
ム
・
ア
リ
(
マ
レ
ー
シ
ア
)
、
財
務
担
当
・
コ

リ
ン
目
ホ
リ
ス
(
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
)

起
草
委
員
・
高
野
知
恵
子
、
斉
藤
鉄
夫
、
川
僑
幸
子
(
日
本
)

他ω主
な
る
日
綜

①
イ
ブ
一
ブ
ヒ
ム
ア
リ
・

7

レ
i
y
ア
宙
人
口
議
連
会
長
、
プ

一フソ

y
プ
・
ラ
タ
ナ
コ

i
ン
A
F
P
P
D
事
務
総
長
、
桜
井
新

同
議
長
代
行
、
モ
ソ
ド
・
ザ
ヒ

l
ル
・
イ
ス
マ
イ
ル
・
マ
レ
ー

シ
ア
下
続
議
長
、
ハ
ー
フ
ダ
ン
・

7
l
ラ
・

I
P
P
F
事
務
局

長
、
安
藤
博
文

U
N
F
P
A
事
務
次
長
が
挨
拶
、
ア
ン
ワ

l
ル

一

7
1
1

'
m
m
-
m
-
n
 

「
第
七
回
A
F
P
P
D
運
営
委
員
会
」
(
於
.
マ
レ
ー
シ
ア
ク
ア

-
フ
ル
ン
プ
ー
ル
)

参
加
一
日
本
・
中
間
由
・
イ
ン
ド
・
シ
リ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ

・
7

レ
シ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
他
国
際
機
関

7

レ
l
y
ア
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
口
事
情
観
察
議
員
国
間
派
遣

(
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
、

7

ラ
ッ
力
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
)

桜
井
新
(
衆
・
自
)
、
栗
原
博
久

(
H
)
、
斉
藤
鉄
夫
(
衆
公
)
、

肥
田
美
代
子
(
参
・
社
)
、
川
橋
幸
子

(
H
)
、
南
野
知
忠
子
(
参

自
)

o
I
P
P
F
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
・
エ
ス
テ
ィ
ト
(
大
農
園
)
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、

I
P
P
F
・
7

ラ
ッ
力
家
族
計
凶
協
会
パ
ラ
イ
・

パ
ン
ジ
ャ
タ
ン
タ
ン
パ
ソ
ク
村
の
家
族
計
凶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
偲
察
。

o
y
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
カ
ン
タ
ン
・
ケ
ル
パ
ウ

(

K

K

病
院

を
視
察

1
胞
団
、
川
橋
両
議
貝
の
み
。

吋
第
一
回
人
口
と
間
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営

委
員
会
」
(
於
一
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

i
ル
イ
ス
タ
ナ
・
ホ
テ
ル
)

参
加
国
日
本
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
シ
リ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ

イ、

7

レ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
他
凶
際
機
関

口
カ
イ
ロ
の
悶
際
人
口
開
発
会
議
へ
の
参
加
な
ど
に
つ
い
て

-
イ
ブ
一
フ
ヒ
ム
マ
レ
ー
シ
ア
国
蔵
相
が
開
会
宣
言
。

②
中
山
太
郎
元
日
本
国
外
相
が

J

一
十
一
世
紀
へ
の
ア
ジ
ア
の

挑
戦

i
人
口
と
陪
発
L

と
題
す
る
基
調
講
演
。

③
セ
y

ン
ョ
ン

1
0
第
一
分
科
会
一
家
族
計
画
・
母
子
保
健

1

タ
イ
の
サ
ク
セ
ス
・
ス
ト
ー
リ

O
第
二
分
科
会
.
国
家
開
発

に
お
け
る
女
性
の
役
割
・
夫
婦
問
の
労
働
分
業
(
雇
用
、
育
児

家
事
)
リ
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
O
第
三
分
科
会
日

人
口
増
加
、
高
齢
化
、
青
年
O
第
四
分
科
会
・
人
口
・
環
境
・

食
科
④
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

i
ル
宣
言
コ
一
十
一
世
紀
へ
の
ア
ジ
ア
の
挑

戦
|
人
口
と
開
発

l
」
を
採
択
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4 ;1 

川
内
・

3
・

2

寸
第
十
四
人
口
と
開
発
に
m
附
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
L

(
於
一
中
国
・
北
京
・
メ
デ
ィ
ア
・
ホ
テ
ル
)

主
催
財
団
法
人
ア
ン
ア
人
口
・
開
発
協
会

共
催
中
国
全
人
代
教
育
科
学
文
化
衛
生
委
員
会

出
席
者

O
日
本
H
H
村
山
井
新
(
衆
・
白
)
、
高
桑
栄
松
(
参
・
八
ム
)
、

清
水
嘉
与

f
(参
・
自
)
、
川
橋
幸
子
(
参
・
社
)
、
南

野
知
息
子
(
参
・
白
)
、

O
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

1
コ
リ

ン
・
ホ
リ
ス

O
パ
ン
タ
ラ
デ
ン
ユ
M
H

ン
ヤ
ジ
ャ
ハ

ン
・
ン
ラ
ジ
O
中
凶

1
ツ
ア
オ
・
ド
ン
ワ
ン
、
ハ
オ

イ
|
チ
コ
ン
、
フ

l
・
テ

f
エ
ン
ャ
ン
、
ツ
ォ
!

ユ
、
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ン
ン
ュ
ア
ン
、

7
1
・
ャ

メ
イ
、
チ
ン
ブ
ア
ス
ン
、
ホ

l
・
チ
ェ
ン
ェ
ン
、

ポ
ン
・
ユ
、
口
イ
ン
ド

I
7
へ
ン
ド
ゥ
・
フ
一
フ
サ

ソ
ド
、
サ
テ
ィ
ッ
ン
ュ
・
パ
ラ
ド
ハ
ン
、
。
イ
ン
ド

ネ
ン

7
1
ナ

7
ン
ア
・
ム
ボ
イ
、
。
韓
国
リ
ス
/
ヨ

ン
・
カ
ン
、

0

7
レ
ー
ン
ア
H
H
フ
ォ
ン
チ
ャ
ン
・

オ
ペ
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
ア
リ
、
ン
テ
ィ
ザ
イ
ナ
ブ

・
ベ
ー
カ
ー
、
ハ
フ
サ
!
・
オ
ス

7

ン
、
ミ
力
エ
ル

・
リ
ザ
・
カ
ヤ
、
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
H
H
ウ
ェ

l

寸
第
二
回
人
口
と
開
発
に
開
閉
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営

委
員
会
L

(

於
一
北
京
、
メ
デ
ィ
ア
・
ホ
テ
ル
)

参
加
国
一
日
本
、
中
国
、
シ
リ
ア
、
イ
ン
ド
、
べ
}
ナ
ム
、
タ

イ
オ
|
ス
↑
一
ア
リ
ア

。
イ
ン
タ
ア
メ
リ
カ
ン
議
貝
ク
ル
!
ブ
と

G
C
P
P
D
の
協

力
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
く

I
C
P
D
(
凶
抱
何
人
口
・
開
発
会

議
)
準
備
会
議
内
期
間
中
に
一
日
議
員
会
議
内
開
催
を
決
議
。

口
一
九
九
五
年
に
て
ア
フ
ロ

l
ア
ジ
ア
議
員
会
議
を
聞
く
こ
と

を
承
認
。

ゥ
・
ツ
ワ
カ
テ
不
ス
リ
ヴ
ァ
ン
、
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

1

7

ル
ガ
リ
ト
・
テ
ベ
ス
、
。
ン
ン
ガ
ポ
ー
ル
ー
チ
ェ

イ
ワ
イ
目
チ
ュ
ヱ
ン
、
口
ス
リ
一
ア
ン
カ
ー
ネ
ウ
ィ

ル
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
、
。
ン
リ
ア
ー
ガ
ソ
サ
ン
・

7

ヤ一フ、

0
7イ
M
M
フ
ラ
ソ
ソ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ペ

ヴ
ィ
ナ
・
チ
ョ

l
Fブ
l
ン
チ
ャ
ー
ト
、
ウ
タ
イ
目

ス
ド
ス
ク
、
フ
|
ン
ス
ゾ
ク
ロ
ハ
ジ
ョ
テ
ィ
、

o

ベ
ト
ナ
ム

1
グ
ェ
ン
・
チ

i

夕
、
/
、
ブ
イ
・
ゴ
ク

・
7
ン
、
ト
ラ
ン
・
チ

l
・
チ
ャ
ン
、

o
国
際
機
関

U
N
ド

P
A
、
I
P
P
F
、

W
H
H
O
、
A
F
P
P
D

日
待
.
第
一
日
目
(
三
月
一
二
日
)

開
会
式

l
祝
辞
一
李
鴎
首
相
代
読
祁
治
純
・
全
人
代
教
科
文
衛

委
員
会

(
E
S
C
P
H
)
副
議
長
、
歓
迎
挨
M
V

・
越
東
宛
・

日
間
議
長
、
開
会
挨
拶
.
前
田
福
三
郎
A
P
D
A
理
事
長
、
挨

拶
一
桜
芹
新
A
F
P
P
D
議
長
、
安
藤
博
文

U
N
F
P
A
事

務
次
長

セ
ソ
ン
ョ
ン

I

人
口
・
開
発
基
礎
調
室
ス
リ
一
ア
ン
カ
、
里

田
俊
夫
(
日
大
人
口
研
名
骨
所
長
)
、
農
付
人
口
と
農
業
開
発
調

査
ベ
ト
ナ
ム
、
川
野
重
任
(
東
大
名
醤
一
日
教
授

)
1資
料
配
布

l
、
中
凶
の
人
口
・
開
発
、
必
玉
(
国
家
計
凶
生
育
委
只
会
副
大
臣
)

O
誌
に
判
・
全
人
代
常
務
委
員
会
委
員
長
を
人
民
大
会
堂
に
表
敗
。

第
二
日
目
(
三
月
凶

R
)

セ
ソ
ン
ョ
ン
日
幻
世
紀
に
お
け
る
女
性
平
和
と
繁
栄
へ
の

戦
略
、
各
国
レ
ポ

i
ト
発
表
、
討
議
、
ス
ラ
イ
ド
寸
女
た
ち
の

挑
戦
女
性
の
地
付
向
上
と
日
本
的
人

U
K
A
P
D
A
制
作
)
、

セ
ソ
ン
ヨ
ン
討
議
。

開
会
式

i
井
、
拶
一
前
悶
折
田
二
郎
A
P
D
A
理
事
長
U
V
-
T
-

パ
ラ
ン
・

i
p
p
ド
東
・
南
東
・
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
地

局
長
、
部
ム
川
純
・
全
人
代
教
科
文
衛
委
員
会
副
議
長

/04 
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A
賛

助

会

員

P 

D 

目。
』

入

.6、
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原資

の

お
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人
口
問
題
は
、
二
十
一
位
紀
の
人
類
生
作
を
左
右
す
る
池
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
九
九
三
年
の
世
界
人
口
は
五
五
億
人
、
一
九
九
八
年
に
は
六

O
億
人
を
超
え
る
と
推
計

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六

O
%を
占
め
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
培
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
深
刻
な
影
響
を
及
ほ
し
ま
す
。

判
世
界
人
口
町
大
半
を
市
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
が
、
人
頬
生
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
1
i
!

と
い
う
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
、
世
界
存
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
か
環
境
問
題
。
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
山
な

の
で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
一
小
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な

ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
五
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の

産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
の
増
加
を
続
け
る
地
域
と
、
日

本
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ
以
上
子
供
が
欲
し
く
な
い
と
い
、
7
夫
婦
が
ふ
え
て
い
る
地
法
、
こ
の
こ

と
が
も
た
ら
す
高
齢
化
現
象
に
伴
う
労
働
力
不
足
や
福
相
費
の
増
大
な
ど
、
き
ま
さ
ま
な
重
大
な

社
会
・
経
済
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
桜
源
は
、
す
べ
て

H

人
口
。
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

A
P
D
A
(
ア
プ
ダ
)
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
方
策
を
さ
ぐ
り
協
調
す
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
卒
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
き
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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2 東南アンア諸国等人日 開発基礎調交報告書

イノト国 一

Report on the Basic Survey of Population and 

Ocvelopment in Southeast Asian Countries 

一India

3 中華人民共和巨人口 京族計画第二次基礎調査報告書

Basic Survey(H) on Population and品川IyPlanning 

in the Peop!e's Republic of China 

生育牢初生活水平失系第二次中 8合作調査研究揖

告名 {中国語版)

4 ネパ ル王出入口・京臨計画恭礎調査

Basic Survey Rcport on Population and 1るmily

Planning in the Kingdom of Nepal 英語眠)

5 日本の人口都市{U:開尭

Urbani日tlOna吋 Oevelopmentin ]apan 英語版)

昭和58年度

1 中主義人民共和国人口家族計画基礎調査報告書

Basic Survey on Population and Family Planning 

in the Peop!e's Repub1ic of China 英語版)

生育宇和生活水平美系中日合作調査研究被告名

(中田語版)

昭和59年度

1 アジア諸面的農村人口と農業開琵に閲する謂奈報告書

インド国

Report on the Survey of Rural Population and 

Agricultural Oevelopment in Asian Countries 

India""- 英語版)

2 東南アジア諸国等人口・開尭基礎調査報告書

6 パンコクの人口都市化と生活環境 福祉調査 | タイ国

デタ輔 Report on the Basic Survey of Population and Oe¥'e 
Sur¥'ey of Urhanization， Living Environment and 

Welfare in Bangkok --Oata-一
(英語版)

7 スライド

日本の都市化左人口 I B本語版)

Urhanization and Population in ]apan 笑諮問)

日本的城市化与人口 (中国語版)

Urhanisasi Dan kependudukan日 ]epang

(インドネンア詰眠)

昭和61年度

1 アンア諸国内農村人nt農業開発に関する調査報告書

一一ーインドネンア回一一一

宜eporton the Survey of Rural Population and 

Agricultural Developロentin Asian Countries 

Indonesia--I英語版)

2 東南アジア諸民等人口・陪尭基礎調査報告書

インドネンア国

Report on the Basic Survey of Population and 

De¥'e!opment in Southeast Asian Countries 

lndonesia-一(英語版)

3 を日留学生町学宵と生活条件に関する研究

人的能力関尭の課題に即して

4 日本町労働力人口と開尭

Labor Force and Development in ]apan (英語版)

5 人口と開発関連続計集

Oemographic and Socio. Economic Indicators on 

Population and Development (英語眠)

lopment in Southeast Asian Countries 

Thailand 

3 日本町人口転妓と農村開尭

Demographic Transition in ]apan and Rural Deve 

lopment 英語版)

4 " Survey of Fcrtility and Living Standards in Chinese 

Rural Areas -Data - AIl the hou出seholdsof tれ、V

、羽可llagesin J五ilinPro引ncesurveye臥~d by ques坑tωn山!田u区e洛
(英語版)

美子中同求廿的人口生育率与生活水平的E周産扱告

対子吉林省同小村遊行全戸面詰調査的措果

=坑汁場開 (中国語版)

5 スライド 日本町農業、農村陪尭と人口

その軌跡 (日本語版)

Agricultural & Rural Development and， Population 

in ]apan 英語間)

日本衣立衣村的没展和人口的推移(中国語眠)

Perlα口lhanganPertanian， Masyarakat Desa Dan 

Kependudukan Di ]apang (インドネンア語版)

(以上4カ図版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンク ルにて檀秀賞を受賞LましたJ

昭和60年度

1 アジア諸国内農村人口と農業開尭に関する調奈報告書

タイ国

Report on the Survey of Rural Population and 

Agricultural Development in Asian Countries 

Thailand…ー(英語版)
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2 東南アジア諸国等人日 開発基礎調貴報告書

中華人民共和国

Report on the Basic Survey of Population and 

Development in Southeast AsiぉnCountries 

China-(英語版)

3 アジア諸国からの労働力流出に隠する調査研究報告書

タイ国

4 日本内人口左京族

Popul出 onand the Family in )ap田(英語版)

5 アジア町人口転換と開尭 統計集

Demographic Tram山onand Development in Asian 

Countries --Overv悶wand StatistIcal Tables 

(英諮問)

6 スライド

ヨ本町人口左京控(日本語版)

Family and Population in ]apan 

Asian Experience--(;英語版)

日本的人口与京庭{中国語版)

Penduduk & Keluarga Jepang (イノドネンア語版)

7 ベル 共和国人口京肱計画基礎調査

平成元年度

l アジア諸国内農村人口と農業開発に関する調貴報告書

…一-，，-:ングラテンユ国

Report on the Survey of Rural Populaれonand 

Agricultural Development --Banglade-sh 

(英語版)

2 東南アジア諸il'J等人口 開発基礎調盆報告書

ネパル出

Report on the Basic Survey of Population and 

Deve!opment in So凶heast Asian Cowltries 

Nepaトー(英語版)

3 アジア諸白から同労動力流出に関する調査研究報告書

一一マレーンア国

4 日本町人口構造変動と開発

高齢化的アンア的問占

Structural Change in Population and Development 

]apan's Experience III A回og- (英語版)

5 スライド

高齢化社会へのB本町挑戦

生きがい円ある老f後愛を日指Lて ( A本語版)

Ag釦m昭1砲gin ]apan -CI凶3誌M叫叫all引11，印n昭ge白s

(芙語版)

道人高齢化社会的日本正面儲銚故

一一追求民生命意え的老年生涯 (中国語版)

/07 

6 スライド 日本的戸事業開発左人口

その原動力・電気 一 (日本語版)

lndustrial Development and Population in ]apan 

The Prime s.lover. Electricity--(英E百版)

B本的F沈没展与人口

其車劫11-!.主主王 (中国語版)

Pembangunan Industri dan kependudukandi Jepang 

Penggerak Utama. Tenga Listrik 

(イノドネンア語版)

7 ネパ ル王国人口京臨計両第二次第礎調奄

Comp!ementary Basic Survey Report on Population 

and Family Planning in the kingdom of Nepal 

昭和62年度
1 アジア諸出向農村人口と農業開発に関する詞査報告書

中掌人民共和田

Report on the SUfvey of Rural Population and 

Agricullural Development in Asian Countries 

Chi田 (英語杭)

2 東南アンア諸国等人口・開発基礎調査報告書

中華人民共和色l…
Report on the Basic Survey of Population and 

Development in Southeast Asi丘nCounlris 

China-- (英語版)

3 アジア諸国から町労働力，)由民l二時する調査研究報告書

フィリピ/国

4. "本町人口左農薬開発

Population al世 AgriculturalDeveJopment in )apan 

(英語間)

5 ネノ、 ル町人口・開発現境

Population， Development and Em~ronment in Nepal 

(英語悶)

6 スライド

日本円人口移動左絃済発展(日本語版)

rhe I¥.figratory i.".loveπent and Economic Develop 

ment in ]apan 英語悶)

a本的人口移訪与崎市友展 (中間語版)
Perpindahan Penduduk Dan Perkembangan Ekonomi 

Di Jepang (イノドネンア語版)

7 トルコ出入口京佐.'i1岡本時詞奈

昭和63年度
l ア y ア諸国的農村人口と農業開発に関する調査報告書

ネパル再

Report on the Survey of RuraI Population and 

i¥gricultural Develo戸nentin Asian Countries 

Nepal--(英語版)



3 アジア諸国かりの労働力流出に関する調査研究報告書

中華人民共和国

4. H本町地域開発と人口 一199C年代的展望

RegIonal Dcvelopment and Population in ]apan 

Trends 3!ld Pros中ectsin the 19908 

(耳語版)

5 スライド

日本的地域閲覧と人口(日本語版)

Re良inalDevelopment 3!ld Population in Jal沿n

(英語版)

日本的区域汗友利人口(中国語版)

Perml氾ngunanDaerah dan p.υpulasi di ]apang 

(インドネンア同)

6 アンア的労働力移動

Labor jI，.fjgration in Asia 英語版)

平成 4年度

1 アンア諸国内農村人口左農業開発に関する調査報告書

マレーンア国…

Report on the Survey of Rural Population and 

Agricultural Development ivlalays山k

(英語版)

2 東南アンア諸田等人日 開発基礎調査報告書

一一)ベトナム国

Report 00 the Basic Survcy of Population and 

Development in Soulheast Asian Countrie~ 

Viet Nam--(英語悶)

3. 7ンア諸白からの労間力流出に関する謂査研究報告書

…スリラ/カ国

4 アンアの産菜転換と人口

Industrial Transition and Populat山 1in Asiβ 

(英語岡)

5 スライド

明日に生きる 日本町産業転換と人口

(日ぶ語版)

Livin記 forTomorrow --Industrial 

Transition and Population in ]apan-

(英語版)

生活花晴天 H本的戸立持筏与人口

(中国語版)

Hidup Untuk Hari Esok --Peralihan Struktur 

Industri Dan Populasi Di ]epang-

(イ/トネンア語)

平成 5年度

1 アンア諸国内農村人口と農業開発に閉する詞査報告書

一一ー、トナム出

Tantangan :-vfasyarakat Lanjut usiλJepang 

(インドネンア語版)

6 アンア諸国内農薬開尭 5ヵ国内比較

Strategic I'...Jeasures for the Agricultural Development 

Comparatlvc 51れd陀 Son F!ve Asian Countrie: 

(英語版)

(本作品l土、 1990i手f附包本祝聴覚教育協会主催催芳暁

(象教材選奨社会教育部門で恒秀賞を受賞。)

平成 2年度

1 アンア諸国内農村人口と農業開琵に問?る詞盆報告書

一フィリピ/匝

Repoτt on the Survey of Rural Population and 

AεriC111tural Deve!c戸1l(~nt --Philippine 

(英語版)

2 東南アンア諸国等人H 開発基礎語交報告書

…ノ{:，;グラテンユ

Report on the Basic Sw'vey of Population and 

Developn淀川 inSoutheast Asian Countries 

-Bangladesh… (英語版)

3. 7:，;ア諸国からの労閏力inWに関する詞査研究報告書
インドネンア国

4 日本町人口開発碍境 アンア内在段

Populatio!l， Develo戸i1ent and Environment in 

]apan --Asian Experience--(英語問)

5 スライト

B 本的時境人口開発("本語問)

Environment， Population and Development m 

.1apan 英語版)

日本的孫境 人口 7干左(中国語問)
Lingkungan， PenduduJ.ミ di1Il Pembangunan Jepang 

(イノドネンア語版)

(本作品1;、目此年問H本視聴覚教育協会ヨ催橿克暁

{聖教材選奨社会教育部門で臣秀賞を受賞。)

6 アンア内人口都市北 統計集

日ospectsof Urbanization in Asia 英語同)

平成 3年度

2 アジア諸屈の農村人口と農業開尭に関する詞査報告書

スリラ/カ国

Report on the Survey Rural Population and 

A呂町ultUTal [巴velopment --Srilanka 

(英語版)

2 東南アジア諸国等人口・開発基健詞究報告書

… フィリピン国

I~eport on the Basic Su了、刊eyof Population and 

Development in Southeast Asian Countries 

Philippines- (英語版)
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Report on the Surwy of Rural Population and 

Agricultural De¥"e!opment .---V1Ct N副 1

(英語版)

2 東南アジア諸国等人U 開発蕊礎調査報告書

スリランカ田

Report 0日 the Basic Survcy of PopuJation and 

Development in SOUthc，lSt ASlan Countrie只
Sri Lanka … (英語版)

3 アンア諸国内人間駐軍伺尭と労働力に関する詞査研究

報告書 フィリピン巴

4 アジアか句的u，戟 人Uc開発

Chal1enge and Strateg)' of Asian Nations 

-Population and Suぉtainablc Development 

(英語版)

女性的地位向上と日本円人口

(日本語版)

wαnen and their Challenges --Improvements 

in the Status of Women the Popul川ionof )apan 

(英語版)

女性的f立政

(中国語版)

Tantangan Kaum ¥Vanitβ 

Eman回pa邑iWanita dan Popul出 iJepang 

5 スライト

女たちの挑戦

女性地位的提高与 H本的人口

Sま日APDA 
1
月
同
日21 
日

1
月
幻
日

ー
月
お
日

1
月
初
日

3
月
2
日4 
日

3
月
3

B4 
日

A
P
D
A
主
催
「
第
山
田
人
口
と
開
発
に
隠
す
る
ア
ジ
ア
国

会
議
員
代
表
者
会
議
L

開
催
準
備
の
た
め
北
京
中
国
へ
広

瀬
次
雄
常
務
理
事
他
を
派
遣
。

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
役
員
と
東
京
賢
人
会
議
へ
出
席

の
た
め
来
日
中
の
ナ

7
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク

U
N
F
P
A
(
国

連
人
口
基
金
)
事
務
局
長
蛇
び
に

7
レ
y
ド
・
サ
イ

I
P
P

F
(
旧
制
際
家
族
計
岡
連
耀
)
会
長
、
安
藤
博
文

U
N
F
P
A

事
務
局
次
長
、
ジ
ョ
テ
ィ
・
ン
ン
同
技
術
評
価
局
長

E
懇
談
。

ナ
7
ィ
ス
・
サ
デ
イ
ソ
ク

U
N
F
P
A
事
務
局
長
と
国
際
人

口
問
題
議
員
懇
談
会
女
性
議
員
メ
ン
バ
ー
が
本
年
九
月
カ
イ

ロ
で
開
催
す
る
「
国
際
人
口
・
開
発
会
議
し
等
に
つ
い
て
懇
談
。

安
藤
博
文

U
N
F
P
A
事
務
局
次
長
、
ジ
ョ
テ
ィ
・
シ
ン
向

技
術
評
価
局
長
、
シ

7

・
カ
レ

i
A
F
P
P
D
(
人
口
と
開

発
に
隠
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
)
事
務
局
長
来
所
。

広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議
。

「
第
2
屈
A
F
P
P
D
運
営
委
員
会
L

開
催
。
桜
井
新
同
フ

ォ
ー
ラ
ム
議
長
他
運
営
委
貝
、

U
N
F
P
A
、
I
P
P
F
出

席。
於
一
中
国
・
北
京
、
メ
デ
ィ
ア
ホ
テ
ル
会
議
案

A
P
D
A
主
催
寸
第
叩
同
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ン
ア
国

会
議
員
代
表
者
会
議
」
開
催
。

於
.
中
国
・
北
京
、
メ
デ
ィ
ア
ホ
テ
ル
・
大
ホ

i
ル。

参
加
昌
一
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
パ
ン
グ
ラ
デ
ン
ュ
、
中
園
、

イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
、
不
ン
ア
、
日
本
、
韓
岡
、
マ

レ

ン

ア

、

ニ

ュ

ジ

ラ

ン

ド

、

フ

ィ

リ

ピ

ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
力
、
シ
リ
ア
、

タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
(
十
五
カ
凶
)

国
際
機
関
一

U
N
F
P
A
、
I
P
P
F
、
A
F
P
P
D
他
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恒
柵

集

後

φ
北
京
で
捌
か
れ
た
「
第
一

O
肌
A
P

D
A
会
議
し
で
は
、
女
性
議
貝
の
活
躍

が
目
立
っ
た
。
メ
イ
ン
テ
!
?
が
コ
一

一
世
紀
に
お
け
る
女
性

l
l平
和
と
繁

栄
へ
の
戦
略
|
|
」
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
参
加
し
た
一
五
力
民
国
会
議
員
の

半
数
が
女
性
議
員
で
占
め
た
。
こ
れ
は

い
ま
だ
か
つ
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

で
、
白
熱
し
た
討
論
に
男
性
議
員
は
押

さ
れ
気
味
。
ひ
た
向
き
で
、
地
道
に
勉

強
す
る
女
性
議
員
の
姿
が
頼
も
し
く
も

あ
り
、
地
球
上
町
大
難
問
で
あ
る
h

人

口
問
題
。
に
果
た
す
女
性
議
員
へ
の
期

待
と
、
役
割
と
が
い
よ
い
よ
大
き
く
な

っ
た
こ
と
を
痛
感
し
た
。

@
北
京
で
の
感
想
だ
が
、
日
を
見
張
る

発
展
ぷ
り
と
、
会
場
・
宿
舎
と
な
っ
た

メ
デ
ィ
ア
ホ
テ
ル
の
中
国
人
従
業
員

の
サ

i
ピ
ス
の
良
き
だ
っ
た
。
空
港
か

ら
市
内
に
か
け
て
見
事
に
整
備
さ
れ
た

高
速
道
路
、
黄
色
い
小
型
タ
ク
シ
ー
の

は
ん
乱
、
ネ
オ
ン
ま
た
た
く
夜
の
光
景

1
1ー
な
ど
、
か
つ
て
の
北
京
で
は
み
ら

れ
な
か
っ
た
風
景
ば
か
り
。
自
由
世
界

と
変
ら
ぬ
街
の
変
ぼ
う
に
感
慨
ひ
と
し

お。

N
H
K
と
中
国
中
央
電
視
ム
ロ
の
合

弁
の
メ
デ
ィ
ア
・
ホ
テ
ル
は
社
長
の
笑

村
明
男
氏

(
N
H
K
)
の
隙
頭
指
揮
で
、

従
業
貝
の
サ
ー
ビ
ス
は
日
本
仕
込
み
。

7

ナ
ー
と
い
い
、
ニ
コ
ニ
コ
・
サ
ー
ビ

ス
ぷ
り
は

η
五
ツ
星
u

ホ
テ
ル
に
勝
る

家
庭
的
な
も
の
で
、
会
議
成
功
の
潤
滑

油
に
な
っ
た
。
日
中
協
力
企
業
の
こ
ん

後
の
夜
り
方
の
模
範
例
と
い
え
よ
う
0

.
外
務
省
が
、
人
口
・
エ
イ
ズ
問
題
に

本
腰
一
帯
込
上
げ
た
。
今
世
紀
末
ま
で
の
七

年
間
に
三

O
億
ド
ル
を
拠
出
し
て
、
こ

の
問
題
に
積
擬
的
に
取
組
も
う
と
い
う

も
の
だ
。
援
助
の
ア
プ

?
iチ
も
、
女

性
の
地
位
向
上
に
役
立
つ
保
健
、
医
療
、

家
抜
計
画
を
初
め
教
育
、
職
業
訓
練
や

病
院
や
学
校
建
設
な
と
も
含
む
、
ハ

ド
・
ソ
フ
ト
面
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ

の
実
施
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
地

球
的
規
模
に
立
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

日
米
包
括
経
済
協
力
的
一
環
と
し
て
行

わ
れ
る
点
に
も
注
目
し
た
い
。(
T

・H
)

月から見える唯一の人工建造物と

いわれる 万里の長城 は、北

京市の西北郊外、およそ80kmに、雄

大な姿を横たえている。

今から2500年前の戦国時代に着工、

秦の始皇帝が勾奴の侵入を防ぐため

に本格的に予を力JIえ、以来2000年に

わたり営々t築きあげた世界最大の城壁であ

る。高さは 7-8m、幅は5.8-6.51l1o llii年

間から嘉路間までの全長は6，000kmといわれ、

明の時代にできた八達嶺は標高 1，000 111の地

点にある。

長城から眺めるタ月の風情は絶景とか。左

はやや急、な「男坂J。右は少々楽な「女坂Jo

3丹羽Jめのこの日は、晴れ渡って風もなく、

悠久の景観にしばし心を奪われる o

表紙の写真説明

万里の長城

惨
こ
の
城
壁
に
立
っ
と
、
人
と
は
何

な
ん
だ
ろ
う
、
自
ハ
?
と
は
と
開

い
た
く
な
る
。
人
間
の
小
さ
さ
を
い

や
と
い
う
程
、
知
ら
さ
れ
る
。
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マ/グロ プの苗木を桔1討する、インドネシアと日本の若者たち。

やさしい想い、地球にも。
一一一一一 TOGETHERTO TOMORROW 

地球か与えてくれた、豊かな自然と資源を糧に、めざましい進歩と発展をとげた人

類。しかし、その繁栄とともに失われつつある、かつての美しい地球の姿を、忘れて

はいけません。地球環涜問題が、世界的にクローズアップされている現代。日本船

舶振興会は、この問題に早くから取り組み、環境問題の先駆けとして活動してきま

した。大切な地球を守るため、私たちはこれからも、環境問題の研究・事業に取り組

んでいきまま~TOGETHER TO TOMOR円OW、あなたもぜひ、ご一緒に。

財団法人日本船舶振興会 会長 II1川良一



地
球
が
つ
く
る
も
の
は
、

人
聞
が
つ
く
る
も
の
よ
り
も

優
れ
て
い
る
。

人
間
は
ず
っ
と
自
然
と
紛
で
し
た
。自
然
に
つ
つ
ま
れ
、
育
て

ら
れ
、
市
ぶ
を
う
け
て
保
々
な
も
の
を
生
み
だ
し
、
暮
ら
し
を
肢

か
な
も
の
に
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
、
地
球
の
渇
暖

化
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
焼
、
酸
仕
而
と
い
っ
た
環
境
問
砲
が
深
刻
化

し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
こ
で
、
人
間
に
も
、自
然
に
も

や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
い
ま
、
わ
た
し
た
ち
が
償
制

的
に
取
り
網
ん
で
い
る
の
が
、
天
然
ガ
ス
の
導
入
で
す
。
こ
れ

は、
怖
界
各
地
に
皇
宮
に
開
設
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
長
則
的
な

安
定
供
給
も
望
め
る
ク
リ
ー
ン
で
思
想
的
立
エ
ネ
ル
ギ
ー
。す

で
に
、
そ
の
判
附
の
一環
と
し
て
コ

l
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
、
燃
料
電
池
、
天
然
ガ
ス
自
動
市
な
ど
の
聞
発
・将
及
が
准

め
ら
れ
て
い
ま
す
。気
の
透
く
な
る
よ
う

な
長
い
年
内
を
か
け
て
、
大
地
が
大
切
に

育
ん
で
き
た
天
然
ガ
ス
。
そ
れ
は
、
人
聞

が
山
然
と
調
利
し
て
い
く
た
め
に
、
な
く

て
は
な
ら
立
い
手
不
ル
ギ
!
な
の
で
す
。


